
 

 

宇部市と連携 小児救急医療体制の確立 

－山口大学医学部に「小児救急地域医療学講座」を設置－ 

 
この度、山口大学は宇部市と連携して地域の課題を解決するために、「山口大

学社会連携講座（※）」の制度により、医学部に「小児救急地域医療学講座」を

設置しました。 

 

宇部・小野田医療圏域は、小児の対応が可能な救急告示病院や二次救急医療機

関がなく、特に深夜帯における急病時の受診は小児救急医療従事者の負担要因

となっています。 

このため安定的な小児救急医療体制の確保に向けて、小児軽症患者の適正な

受診行動の推進や救急医療従事者の負担軽減を図ることを目的として、「小児救

急地域医療学講座」を設置することになりました。 

本講座の取組や成果を関係機関と共有、連携し、こどもの命を守る小児救急医

療体制の確立を目指していきます。 

 

【小児救急地域医療学講座】 

１） 内容 

 宇部・小野田医療圏域の小児救急医療の現状と課題の分析や小児救急

患者の適正受診等に関する調査・研究 

２） 期待される効果 

 小児軽症患者の適正受診の推進、医療従事者の負担軽減、小児救急医療

の安定的な運営 

３） 講座設置期間 

 令和４年４月１日～令和７年３月３１日 

４） 担当教員 

医学部 講師 星出 まどか 

 

 

（※）山口大学社会連携講座 

 自治体等を交えた外部機関との間で地方創生（地域における雇用創出、地域産

業の活性化等）を推進するために設置される研究部門 
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